
Title 所謂「実効性の原則」と裁判管轄権に関する一考察
Sub Title Zu Sogenanntem "principle of effectiveness" und internationaler

Zuständigkeit
Author 渡辺, 惺之(Watanabe, Satoshi)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1973

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.46, No.8 (1973. 8) ,p.39- 64 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19730815-0039

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察

渡

辺

幌

之

　
　
一
、
実
効
性
に
関
す
る
諸
見
解
の
概
翻

　
　
　
e
ダ
イ
シ
ー

　
　
　
口
英
国

　
　
　
臼
ド
イ
ツ

　
　
　
四
我
が
国

　
　
二
、
実
効
性
の
本
質

　
　
　
e
実
効
性
の
内
容

　
　
　
口
実
効
性
の
考
慮
の
法
的
性
格

　
　
三
、
実
効
性
と
国
際
裁
判
管
轄
権
と
の
関
係

　
　
　
e
国
際
裁
判
管
轄
権
学
説

　
　
　
　
ω
主
権
説

　
　
　
　
ω
管
轄
分
配
説

　
　
　
口
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察

　
　
　
日
実
効
性
の
考
慮
の
位
置
づ
け

所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察

三
九

、
九
二
七
）



所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
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一
、
実
効
性
に
関
す
る
諸
見
解
の
概
観

e
　
ダ
イ
シ
i

　
一
般
に
「
ダ
イ
シ
ー
の
『
実
効
性
の
原
則
』
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
実
効
性
の
原
則
」
と
は
ダ
イ
シ
ー
に
よ
り
、
英
国
の
一
般
管
轄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

権
を
説
明
す
る
二
大
原
則
と
し
て
、
「
服
従
の
原
則
（
冨
愚
幕
。
3
呂
且
毘
8
）
」
と
並
ん
で
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ダ
イ
シ
ー
は
、
一
般
管
轄
権
の
決
定
を
一
国
の
主
権
の
限
界
を
決
定
す
る
問
題
で
あ
る
と
し
、
間
接
的
一
般
管
轄
権
の
決
定
を
も
含
め
た
一
般

管
轄
権
全
体
を
通
貫
す
る
包
括
的
な
原
則
と
し
て
「
実
効
性
の
原
則
」
と
「
服
従
の
原
則
」
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
実
効
性
の
原

則
と
は
、
「
法
廷
を
通
し
て
行
使
さ
れ
る
国
家
の
主
権
は
、
実
効
性
あ
る
判
決
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
す
べ
て
の
事
件
に
対
し
て
、
判
決
を
下

す
権
限
、
言
い
換
え
れ
ば
正
当
な
管
轄
権
を
有
し
、
又
、
実
効
性
の
あ
る
判
決
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
す
べ
て
の
事
件
に
対
し
て
、
判
決
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

下
す
権
限
或
は
正
当
な
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
実
効
性
あ
る
判
決
と
は
、
「
そ
の
権
力
の
下
で
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
る
当
該
国
家
主
権
が
、
そ
の
判
決
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
る
当
事
者
に
対
し
、
判
決
を
瞼
制
す
る
権
力
（
ぎ
冒
≦
霞
ε
9
す
8
）

を
実
際
に
持
つ
て
い
る
判
決
で
、
又
そ
れ
故
に
国
家
が
法
廷
に
必
要
な
手
段
を
与
え
る
な
ら
ば
、
法
廷
は
そ
の
当
事
者
に
対
し
判
決
を
強
制
す
る

こ
と
の
で
き
る
判
決
で
あ
り
、
他
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
判
決
に
よ
り
権
利
を
得
た
当
事
者
に
、
名
目
だ
け
で
な
い
現
実
の
権
利
即
ち
、
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

決
を
言
い
渡
し
た
法
廷
の
所
属
す
る
国
家
主
権
に
助
力
さ
れ
る
な
ら
ば
、
強
制
す
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
を
与
え
る
判
決
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
ダ
イ
シ
ー
に
あ
つ
て
は
、
管
轄
権
問
題
は
一
国
の
主
権
の
限
界
決
定
の
問
題
と
考
え
ら
れ
て
居
り
、
そ
の
場
合
一
国
の
主
権
の
現

　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

実
的
・
物
理
的
権
限
が
管
轄
権
を
決
定
す
る
と
考
え
る
独
特
な
主
権
主
義
理
論
で
あ
る
。
従
つ
て
、
．
そ
こ
に
お
け
る
実
効
性
の
原
則
と
は
、
国
家

主
権
に
基
づ
き
現
実
的
．
物
理
的
に
権
利
法
律
関
係
の
変
更
を
行
な
う
権
限
な
い
し
権
力
の
有
無
に
よ
り
．
あ
る
事
件
に
つ
い
て
の
当
該
国
家
の



法
廷
の
管
轄
権
の
存
否
が
決
定
さ
る
べ
し
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
訴
訟
の
目
的
た
る
物
又
は
法
律
関
係
に
つ
ぎ
、
現
実
に
国
家
が
強
制
的
変
更
を

な
し
得
る
こ
と
、
即
ち
そ
の
現
実
的
権
力
を
持
つ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
訴
訟
に
つ
き
裁
判
を
な
す
た
め
の
要
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
。
従
つ
て
、
彼
に
あ
つ
て
は
、
論
理
上
当
然
に
、
当
該
判
決
国
の
主
権
に
よ
る
判
決
内
容
の
現
実
化
の
み
が
考
え
ら
れ
、
外
国
国
家
に
よ
る
判

決
の
承
認
・
執
行
は
期
待
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
英
国
に
よ
る
外
国
判
決
の
承
認
に
際
し
て
も
、
当
該
判
決
国
に
お
い
て
実
効
性
を
有
す
る

判
決
、
即
ち
既
に
承
認
の
必
要
の
な
い
判
決
の
み
が
承
認
の
要
件
を
備
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
点
に
つ
き
、
当
の
ダ
イ
シ
ー
の
テ
キ
ス
ト
第
七
版
に
お
い
て
．
改
訂
者
」
・
C
・
モ
リ
ス
は
、
「
実
効
性
あ
る
判
決
を
な
し
得
る
場
合
、

即
ち
判
決
を
被
告
に
対
し
執
行
で
き
る
場
合
に
、
外
国
法
廷
は
管
轄
権
を
有
す
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
抵
触
法
に
お
け
る
外
国
判
決
の
執
行
の

基
礎
と
な
る
す
べ
て
の
理
論
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
わ
が
国
の
法
廷
が
外
国
判
決
の
執
行
に
つ
い
て
の
原
則
を
展
開
し
て
き

た
の
は
、
ま
さ
に
、
あ
る
一
国
の
法
廷
が
被
告
に
対
し
管
轄
権
を
持
つ
て
は
い
る
が
原
告
は
判
決
を
執
行
す
る
た
め
に
他
の
国
の
法
廷
に
助
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

求
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
が
故
な
の
で
あ
る
。
」
と
批
判
し
、
全
て
の
訴
訟
に
於
け
る
管
轄
権
の
行
使
を
説
明
す
る
一
般
的
な
管
轄
権
理
論
に
対

　
　
　
　
　
（
7
）

す
る
否
定
的
態
度
と
相
侯
つ
て
、
「
ダ
イ
シ
ー
の
管
轄
権
理
論
、
特
に
そ
の
実
効
性
の
原
則
は
、
宙
讐
O
o
霞
“
が
管
轄
権
を
行
使
し
又
承
認
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

て
い
る
実
例
の
説
明
と
し
て
維
持
さ
れ
得
な
い
。
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
同
書
第
八
版
に
於
い
て
は
、
実
効
性
の
原
則
は
他
の
一

般
原
則
と
共
に
ダ
イ
シ
ー
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
＞
。
＜
。
9
8
郭
．
．
月
冨
O
ユ
ざ
二
暫
o
｛
q
葭
一
a
一
〇
一
一
〇
づ
．
．
目
ぎ
ピ
費
譲
O
β
卑
旨
Φ
昌
気
閃
Φ
≦
①
毛
＜
〇
一
■
H
oo
●
P
曽
’

　
（
2
）
一
葺
含
ゆ
P
8
。

　
（
3
）
一
三
画
9
マ
窃
9

　
（
4
）
　
「
管
轄
権
の
基
礎
は
物
理
的
権
限
（
り
冨
警
銑
8
≦
霞
）
で
あ
る
．
」
と
説
明
し
た
の
は
ホ
ー
ム
ズ
判
事
で
あ
る
が
、
国
ぼ
窪
署
①
蒔
は
、
ダ
イ
シ
ー
の
実
効
性
の
原
則
を
そ

　
　
れ
と
同
じ
も
の
と
し
て
強
く
批
判
し
て
い
る
。
国
ぼ
①
自
名
①
茜
》
目
3
暮
ぎ
自
9
β
旨
9
亀
鍔
妻
幹
箸
，
ミ
～
お

　
（
5
）
　
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
説
明
が
象
徴
的
で
あ
ろ
う
。
「
あ
る
国
の
法
廷
の
権
限
に
関
す
る
問
題
は
…
・
実
際
は
そ
の
国
の
国
家
主
権
の
司
法
権
限
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
．
』

　
　
∪
一
8
ざ
o
P
o
詳
こ
P
8

　
　
　
所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
（
九
二
九
）
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考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
（
九
三
〇
）

（
6
）
↑
Ω
冒
。
注
三
臥
．
∪
凶
8
『
．
ω
9
菖
一
9
。
鴎
富
毒
刈
些
3
．
、
P
ミ
。

（
7
）
要
約
す
る
ど
、
判
決
の
種
類
に
ょ
つ
て
執
行
の
種
類
も
異
つ
た
も
の
と
な
る
の
で
あ
り
、
あ
る
判
決
に
つ
い
て
は
執
行
は
問
題
と
な
ら
ず
、
単
に
承
認
だ
け
が
問
題
と
な
る
。

　
い
か
な
る
場
合
に
管
轄
権
が
存
在
す
べ
き
か
を
決
め
る
為
の
政
策
的
考
慮
は
対
人
訴
訟
に
於
け
る
離
婚
或
い
は
相
続
等
に
於
け
る
の
と
で
は
異
な
る
の
で
あ
り
、
全
て
の
型
の
訴
訟

　
に
お
け
る
管
轄
権
の
行
使
を
理
由
づ
け
る
管
轄
権
理
論
は
、
多
く
の
例
外
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
或
い
は
余
り
に
一
般
的
す
ぎ
て
実
質
的
に
は
意
味
の
な
い
も
の
と
な
る
で
あ

ろ
う
、
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
新
た
に
夢
Φ
鷲
ぎ
。
言
一
①
9
諾
包
鷺
鼠
ξ
が
、
従
来
の
離
婚
判
決
の
承
認
に
つ
い
て
の
み
で
な
く
、
対
人
訴
訟
等
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
に
至
る

事
が
予
測
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
8
）
　
ぎ
覧
。
マ
曽

⇔
　
英
　
国

　
し
か
し
、
英
国
の
他
の
学
説
に
於
い
て
は
実
効
性
の
原
則
は
依
然
斯
国
の
管
轄
権
に
つ
い
て
の
基
本
的
原
則
と
し
て
、
全
面
的
に
で
は
な
い
が

支
持
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
チ
ェ
シ
ャ
イ
ア
ー
は
、
実
効
性
の
原
則
を
肯
定
的
部
分
と
否
定
的
部
分
と
に
分
け
、
そ
の
否
定
的
部
分
に
関
し
て

は
、
即
ち
、
法
廷
は
実
効
性
あ
る
判
決
を
申
し
渡
せ
な
い
被
告
に
対
し
て
は
、
管
轄
権
を
強
制
で
き
な
い
と
い
う
部
分
に
関
し
て
は
、
現
在
も
英

国
法
上
充
分
に
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
肯
定
的
部
分
、
即
ち
、
実
効
性
あ
る
判
決
を
与
え
る
事
の
出
来
る
全
て
の
事
件
に
つ
き
管
轄
権
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

在
す
る
と
い
う
部
分
に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
維
持
さ
れ
て
い
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
グ
レ
イ
ブ
ソ
ソ
も
、
「
英
国
の
法
廷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
、
通
常
、
執
行
さ
れ
得
な
い
判
決
を
宣
告
す
る
事
は
し
な
い
が
、
そ
の
逆
は
真
で
は
な
い
。
」
と
同
趣
旨
の
事
を
述
べ
て
い
る
。
チ
ェ
シ
ャ
イ

ア
ー
は
、
一
連
の
判
決
が
確
定
し
た
原
則
を
要
約
し
て
、
「
英
国
法
の
観
点
か
ら
有
効
で
あ
る
令
状
（
胃
§
琶
が
海
外
の
被
告
に
送
達
さ
れ
た
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

合
で
あ
つ
て
も
、
も
し
判
決
が
実
効
的
た
る
事
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
法
廷
は
管
轄
権
を
否
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
す
る
。
グ
レ
イ
ブ
ソ
ン
は
、

判
決
の
効
果
的
強
制
の
可
能
性
は
、
「
被
告
乃
至
彼
の
財
産

の
管
轄
地
内
で
の
存
在
、
又
は
被
告
乃
至
彼
の
財
産
の
所
在
す
る
外
国
に
於
け
る
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

国
判
決
の
執
行
を
認
め
る
法
律
条
項
」
に
よ
り
生
ず
る
と
し
て
い
る
が
、
実
効
性
の
原
則
の
否
定
的
部
分
の
み
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
チ

ェ
シ
ャ
イ
ア
ー
の
要
約
し
た
如
く
、
英
国
内
に
被
告
乃
至
彼
の
財
産
が
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ら
の
所
在
す
る
外
国
に
於
い
て
英
国
判
決
の
執
行
の
可



能
性
が
な
い
場
合
の
み
を
、
そ
の
適
用
範
囲
と
考
え
れ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
於
い
て
、
実
効
性
の
原
則
は
、
ダ
イ
シ
ー
に
於
け
る
場
合

と
は
全
く
異
つ
た
意
味
内
容
を
持
つ
も
の
に
変
容
し
て
い
る
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
又
、
判
決
の
強
制
的
実
現
の
配
慮
は
「
全
く
実

　
　
　
　
（
5
）

際
的
な
配
慮
」
に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
点
で
も
、
管
轄
権
の
本
質
か
ら
流
出
す
る
必
要
的
考
慮
と
位
置
づ
け
て
い
た
ダ
イ
シ
ー
と
は
大
き
な
相

違
が
あ
る
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
O
げ
窃
冨
冨
｝
勺
鼠
く
暮
Φ
H
暮
Φ
ヨ
魯
菖
o
”
巴
ピ
”
毛
刈
夢
a
’
O
P
o
o
o
o
～
o

o
9

　
（
2
）
♀
累
①
8
P
目
ぎ
O
。
昆
一
9
0
晦
い
即
箋
ω
O
些
。
侮
リ
マ
一
〇
8

　
（
3
）
O
ぽ
昏
マ
9
0
マ
簿
‘
質
．
o
o
P

　
（
4
）
O
窮
く
⑦
8
炉
8
9
鼻
‘
づ
。
一
〇
刈
。

　
（
5
）
♀
摯
①
器
P
帥
匡
画
‘
P
一
〇
①

白
　
ド
イ
ツ

　
次
に
我
が
国
と
類
似
し
た
民
事
訴
訟
法
体
系
を
有
す
る
ド
イ
ッ
の
学
説
に
於
い
て
、
実
効
性
の
考
慮
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
摂

観
し
て
み
よ
う
。

⑥
　
リ
ー
ツ
ラ
：
は
、
事
件
の
あ
る
国
家
と
の
場
所
的
な
繋
が
り
や
当
事
者
の
国
籍
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
、
訴
訟
客
体
（
幹
亙
邸
轟
曾
器
＆
）
を

あ
る
特
定
国
の
裁
判
所
に
の
み
指
し
向
け
る
訴
訟
客
体
自
体
の
特
性
に
基
づ
く
、
全
体
と
し
て
の
国
家
の
訴
訟
に
関
す
る
無
権
限
を
国
際
的
事
物

無
管
轄
（
弩
凄
魯
。
耳
忠
轟
ぎ
・
幕
q
冨
毎
鼠
＆
ゆ
要
簿
）
と
定
義
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
第
一
に
、
あ
る
法
律
関
係
を
判
断
評
価
す
る
事
の
困
難

さ
（
こ
れ
は
自
国
の
実
質
法
に
つ
い
て
は
問
題
と
な
ら
な
い
が
）
、
第
二
に
、
外
国
々
家
主
権
へ
の
干
渉
の
国
際
法
的
な
禁
止
、
第
三
に
、
特
定
の
法
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

域
乃
至
国
家
領
域
内
に
権
利
が
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
（
例
と
し
て
外
国
特
許
権
）
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
判
決
の
外
国
で
の
承
認
・
執
行
が

望
み
え
ず
、
従
つ
て
そ
の
実
現
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
事
物
的
無
管
轄
を
基
礎
づ
け
る
事
由
と
は
さ
れ
て
居
ら
ず
、
か
え
つ
て
、
外
国
人
に

　
　
　
所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
へ
九
三
一
）



　
　
　
所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
、
（
九
三
二
）

対
し
外
国
に
於
け
る
給
付
を
求
め
る
訴
に
つ
き
、
そ
の
給
付
の
内
容
が
不
作
為
を
求
め
る
も
の
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
判
決
の
外
国
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

於
け
る
執
行
が
可
能
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
一
般
的
に
ド
イ
ッ
裁
判
所
の
管
轄
権
を
認
め
て
い
る
。

　
従
つ
て
、
リ
ー
ッ
ラ
ー
に
あ
つ
て
は
．
判
決
の
効
果
乃
至
そ
の
内
容
の
現
実
化
に
関
す
る
考
慮
と
し
て
の
実
効
性
は
全
く
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て

い
な
い
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

⑥
　
リ
ー
ツ
ラ
ー
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
国
際
的
事
物
無
管
轄
の
考
え
を
、
判
決
の
効
果
と
い
う
視
点
か
ら
発
展
的
に
解
し
、
給
付
訴
訟
に
つ
き
、

／

外
国
に
於
け
る
執
行
の
可
能
性
を
ド
イ
ツ
の
国
際
管
轄
権
の
要
件
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
が
ヴ
ァ
ル
ヒ
ス
ヘ
ー
フ
ァ
ー
で
あ
る
。

　
彼
に
よ
る
と
、
「
国
際
的
無
管
轄
は
、
次
の
よ
う
な
考
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
外
国
の
国
家
主
権
に
裁
判
所
は
干
渉
す
べ
き
で
は

な
い
、
又
第
二
に
、
国
内
の
司
法
（
寄
魯
駐
琶
轟
①
）
は
内
国
に
於
い
て
何
の
効
果
も
な
く
又
外
国
に
於
い
て
も
承
認
さ
れ
な
い
よ
う
な
判
決
に
は

関
心
を
持
た
ず
、
又
、
自
己
の
目
的
を
果
た
そ
う
と
し
或
い
は
又
外
国
特
許
権
の
無
効
或
い
は
外
国
不
動
産
上
の
権
利
の
変
更
を
来
た
そ
う
と
す

る
為
に
は
当
該
外
国
の
裁
判
所
に
も
う
一
度
訴
を
提
起
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
原
告
の
利
益
に
於
い
て
も
無
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
渉
外
関
係
訴
訟
に
於
い
て
、
訴
を
起
こ
し
た
内
国
人
に
勝
訴
判
決
が
下
さ
れ
た
が
、
し
か
し
被
告
が
内
国
強
制
執
行
を
受
く
べ
ぎ
財
産
を
ほ
と

ん
ど
或
い
は
全
く
持
た
な
い
の
で
、
内
国
に
於
い
て
は
執
行
さ
れ
得
な
い
、
と
い
う
場
合
が
直
ち
に
思
い
浮
か
ぶ
。
原
告
は
そ
れ
故
、
外
国
に
於

け
る
強
制
執
行
を
、
そ
し
て
そ
れ
故
に
ド
イ
ッ
判
決
の
承
認
を
頼
み
に
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
判
決
が
当
該
外
国
に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
な
け

れ
ば
ド
イ
ッ
裁
判
所
に
対
す
る
訴
訟
は
無
益
で
あ
り
、
外
国
裁
判
所
に
対
し
も
う
一
度
訴
訟
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
秩
序
正
し

い
司
法
と
い
う
利
益
（
ζ
§
。
馨
畳
零
碧
a
身
。
σ
9
寄
。
ぎ
琶
轟
Φ
）
に
於
い
て
も
、
又
訴
訟
経
済
の
考
慮
の
上
か
ら
も
、
渉
外
関
係
事
件
に
つ
い

て
の
ド
イ
ッ
裁
判
所
の
国
際
管
轄
は
次
の
よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
、
即
ち
、
判
決
が
内
国
に
於
い
て
も
効
果
を
持
ち
、
特
に
執
行

さ
れ
う
る
場
合
か
、
或
い
は
判
決
の
効
果
が
も
つ
ぽ
ら
外
国
に
つ
い
て
の
み
制
限
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
外
国
に
於
い
て
承
認
さ
れ
る
場

　
　
　
（
3
）

合
で
あ
る
。
」
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
国
際
管
轄
と
判
決
の
承
認
と
の
依
存
関
係
は
普
遍
化
す
べ
き
で
は
な
い
。
「
国
際
管
轄
を
判
決
が
効
果
を
持



つ
べ
き
国
、
特
に
内
国
強
制
執
行
が
な
い
為
に
執
行
さ
れ
う
べ
ぎ
国
に
於
け
る
判
決
の
承
認
を
要
件
と
す
る
の
が
最
も
合
目
的
的
で
あ
り
…
…
こ

の
よ
う
な
方
法
に
よ
つ
て
、
最
少
限
、
給
付
請
求
に
つ
い
て
は
、
国
際
管
轄
に
有
意
義
な
制
限
を
加
え
る
事
が
出
来
、
又
内
国
で
な
さ
れ
る
無
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

な
訴
訟
を
回
避
せ
し
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
．
㌧
但
し
、
確
認
・
形
成
判
決
に
つ
い
て
は
執
行
力
を
欠
く
が
故
に
、
こ
の
よ
う
な
規
制
を
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

げ
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　
又
、
ヴ
ァ
ル
ヒ
ス
ヘ
ー
フ
ァ
ー
は
、
内
国
判
決
が
外
国
に
於
い
て
承
認
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
恐
ら
く
原
告
は
内
国
裁
判
所
へ
の
出
訴
を
行
わ

な
い
で
あ
ろ
う
し
、
又
訴
訟
の
中
に
於
い
て
も
釈
明
義
務
を
行
使
し
、
適
切
な
指
示
を
与
え
る
事
に
よ
り
、
訴
を
取
り
下
げ
さ
せ
る
事
が
出
来
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
に
対
し
、
内
国
判
決
の
外
国
に
於
け
る
承
認
は
公
的
な
利
益
（
傷
器
島
。
邑
喜
窪
H
暮
①
虜
邑
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
利
益
が
、
出
来
る
限
り
承
認
が
得
ら
れ
る
よ
う
国
際
管
轄
を
規
制
す
る
事
を
要
求
す
る
の
で
あ
り
．
当
事
者
の
利
益
判
断
に
委
ね
ら
る
べ
き
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

題
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ヴ
ァ
ル
ヒ
ス
ヘ
ー
フ
ァ
ー
の
見
解
は
、
判
決
内
容
の
強
制
的
実
現
“
強
制
執
行
の
可
能
性
を
問
題
と
し
、
従
つ
て
主
と
し
て
給
付
請
求
に

つ
い
て
考
え
ら
れ
て
い
る
点
、
及
び
内
国
裁
判
所
の
無
益
な
訴
訟
を
回
避
せ
し
め
よ
う
と
す
る
点
に
基
本
的
な
利
益
を
置
く
事
、
そ
し
て
又
外
国

に
於
け
る
内
国
判
決
の
執
行
可
能
性
を
管
轄
権
の
要
件
と
す
る
事
等
、
先
に
述
べ
た
現
在
の
英
国
に
於
い
て
支
持
さ
れ
て
い
る
実
効
性
の
原
則
と

近
似
性
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

＠
　
同
じ
く
無
益
な
訴
訟
を
回
避
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
す
る
考
え
に
立
ち
、
外
国
に
於
い
て
執
行
の
可
能
性
が
な
い
場
合
に
は
、
内
国
裁
判
所
は
裁

判
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
法
的
な
構
成
を
異
に
す
る
の
が
バ
イ
ッ
ケ
で
あ
る
．

　
パ
イ
ッ
ケ
は
、
こ
の
問
題
は
権
利
保
護
の
利
益
の
観
点
か
ら
解
決
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
し
、
り
ー
ツ
ラ
ー
の
見
解
に
対
し
、
「
外
国
特
許
権
の

確
認
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
で
は
、
内
国
管
轄
権
が
与
え
ら
れ
は
す
る
が
、
し
か
し
内
国
判
決
の
獲
得
に
つ
い
て
の
権
利
保
護
の
利
益
が
通
例
欠

鉄
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
内
国
判
決
が
外
国
に
於
い
て
承
認
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
外
国
に
於
け
る
給
付
に
つ
い
て
の
訴
訟
は
、
権
利
保
護

　
　
　
漸
謂
「
婁
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
閑
す
る
｝
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
九
三
三
）



　
　
　
所
謂
「
実
効
性
の
原
則
』
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
，
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
　
（
九
三
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
利
益
が
欠
蝕
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
見
解
に
於
い
て
は
、
判
決
の
効
果
が
現
実
に
は
無
意
味
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
も
国
際
管
轄
権
は
欠
歓
し
な
い
が
、
権
利
保
護
の
利
益
が

欠
敏
す
る
と
し
て
本
案
判
決
を
下
す
事
を
避
け
る
事
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
ヴ
ァ
ル
ヒ
ス
ヘ
ー
フ
ァ
ー
は
、
内
国
判
決
の
外
国
に

於
け
る
承
認
は
権
利
保
護
の
利
益
の
問
題
で
は
な
く
管
轄
権
の
間
題
で
あ
り
、
権
利
保
護
の
利
益
は
未
解
決
間
題
の
隠
れ
家
に
な
つ
て
は
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
と
述
べ
て
い
る
。

⑥
　
ヘ
ル
ダ
リ
ッ
ヒ
は
実
効
性
に
関
す
る
考
慮
を
二
つ
の
場
面
に
分
け
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
「
実
効
性
の
利
益
（
暴
詩
¢
弩
蚕
マ

営
§
。
馨
）
は
、
国
際
管
轄
権
を
基
礎
づ
け
る
為
の
連
結
素
を
、
例
え
ば
主
要
な
関
係
者
の
内
国
で
の
所
在
（
住
所
）
と
か
、
財
産
的
価
値
の
内
国
で

の
存
在
と
か
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
．
判
決
が
内
国
に
於
い
て
も
最
少
限
の
妨
果
を
持
つ
こ
と
が
で
ぎ
る
よ
う
に
選
択
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て

い
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
判
決
が
外
国
に
於
い
て
の
み
効
果
を
持
ち
、
そ
し
て
そ
の
国
で
多
分
承
認
さ
れ
な
く
て
も
ド
イ
ッ
裁
判
所
の
国
際
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

轄
が
肯
定
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
り
得
る
限
り
、
権
利
保
護
の
利
益
の
観
点
か
ら
、
訴
な
い
し
請
求
の
許
容
性
を
再
検
討
す
る
機
会
が
あ
る
．
」

と
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
は
、
判
決
の
内
国
に
於
け
る
最
少
限
の
効
果
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
に
つ
ぎ
「
事
件
の
内

国
と
の
関
連
に
関
し
て
は
、
判
決
の
最
少
限
の
部
分
的
な
実
効
性
（
験
－
壽
”
奮
8
召
冨
議
①
一
一
？
饗
マ
5
塁
蚕
区
再
国
暴
畠
匿
弩
α
q
）
は
、
た
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

外
国
に
於
け
る
当
該
判
決
の
承
認
と
は
無
関
係
に
存
在
す
る
」
と
L
て
、
「
A
国
の
裁
判
所
は
、
内
国
に
財
産
を
所
有
し
て
い
る
B
国
々
民
を
死

亡
し
た
も
の
と
宣
告
し
た
。
そ
の
決
定
の
実
効
性
の
利
益
は
、
本
国
た
る
B
国
が
そ
の
死
亡
宣
告
を
承
認
す
る
か
否
か
と
は
無
関
係
に
護
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
。
た
と
え
B
国
が
そ
れ
を
し
な
く
て
も
、
内
国
に
あ
る
財
産
は
い
ず
れ
に
し
ろ
失
踪
者
の
相
続
人
に
引
渡
さ
れ
る
の
で
あ
る
．
」
と
い
う
例
を

挙
げ
、
「
判
決
が
内
国
に
於
い
て
も
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
場
合
は
、
裁
判
に
よ
る
保
護
（
評
膏
ぎ
零
ぎ
S
の
最
少
限
の
部
分
的
な
実
効
性
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

て
の
利
益
は
既
に
充
足
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
場
合
は
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
判
決
の
外
国
に
於
け
る
意
義
は
間
題
で
は
な
い
。
」



と
説
明
し
て
い
る
ひ

　
国
際
管
轄
権
の
連
結
素
の
選
択
に
際
し
て
の
実
効
性
の
利
益
を
こ
の
よ
う
に
考
え
な
が
ら
も
、
場
合
に
よ
り
判
決
の
外
国
に
於
げ
る
承
認
を
管

轄
要
件
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
即
ち
、
「
判
決
が
唯
外
国
に
於
い
て
の
み
効
果
を
持
つ
場
合
に
限
り
、
裁
判
に
よ
る
保
護
の
実
効
性
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

益
は
、
や
む
を
得
ず
、
一
般
に
要
求
さ
れ
る
限
度
で
、
国
際
管
轄
権
を
外
国
に
於
け
る
判
決
の
承
認
に
依
存
さ
せ
る
事
を
求
め
る
の
で
あ
る
．
」

と
し
て
、
「
B
国
の
国
民
で
、
B
国
に
住
所
を
持
つ
者
の
間
で
結
ば
れ
た
養
子
縁
組
契
約
を
A
国
裁
判
所
が
確
認
（
ぎ
監
鼠
8
）
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
．
養
子
縁
組
の
法
的
効
果
は
B
国
に
於
い
て
の
み
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
、
得
ら
れ
た
A
国
裁
判
所
の
判
決
は
、
B
国
に
於
い
て
承
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

さ
れ
な
い
場
合
に
は
実
効
性
が
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
．
」
と
い
う
例
を
挙
げ
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
判
決
の
効
果
の
内
国
に
於
け
る
最
少
限
の
実
効
性
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
た
管
轄
権
の
連
結
素
の
選
択
に
も
拘
ら
ず
、
な
お
か
つ

判
決
が
内
国
に
お
い
て
は
何
ら
の
効
果
を
生
ぜ
ず
又
外
国
に
お
け
る
承
認
も
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
一
定
の
場
合
に
は
管
轄
権
の
要
件
の
欠
敏

に
よ
り
管
轄
権
を
否
定
し
、
他
の
場
合
に
は
、
権
利
保
護
の
利
益
の
観
点
か
ら
の
検
討
を
加
え
る
余
地
を
認
め
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
ヘ

ル
ダ
リ
ッ
ヒ
の
実
効
性
に
つ
い
て
の
考
慮
は
、
前
述
の
如
く
二
つ
の
場
面
で
は
な
く
、
三
つ
の
場
面
に
於
い
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で

あ
る
．
即
ち
、
第
一
に
、
管
轄
権
の
連
結
素
の
選
択
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き
利
益
と
し
て
、
第
二
に
、
一
定
の
場
合
に
管
轄
権
の
要
件
と
し
て
、

第
三
に
、
権
利
保
護
の
利
益
の
観
点
か
ら
、
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
第
二
と
第
三
の
場
合
に
関
し
、
パ
イ
ッ
ケ
と
ヴ
ァ
ル
ヒ
ス
ヘ
ー
フ
ァ
！
と
の
見
解
の
相
違
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
が
、
ヘ
ル
ダ
リ
ッ
ヒ
は
、
特
別
な
場
合
に
の
み
外
国
に
於
け
る
判
決
の
承
認
を
管
轄
要
件
た
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
体
系
上
の
全
面
的
な
重

複
矛
盾
を
避
け
て
は
い
る
が
、
何
故
特
定
の
場
合
に
の
み
そ
れ
が
管
轄
要
件
と
さ
れ
、
他
の
場
合
に
は
、
権
利
保
護
の
利
益
の
問
題
と
さ
れ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

に
つ
ぎ
説
明
が
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
他
の
場
合
で
は
バ
イ
ッ
ケ
の
見
解
を
支
持
し
、
又
、
「
訴
訟
の
内
国
と
の
関
連
が
充
分
で
あ
る
か
ど

う
か
の
判
断
に
あ
つ
て
は
、
国
家
的
利
益
及
び
当
事
者
の
利
益
は
、
様
々
の
仕
方
で
重
な
り
合
い
或
い
億
相
殺
し
合
う
。
そ
れ
故
に
、
原
告
の
個
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人
的
利
益
状
態
に
注
目
す
る
権
利
保
護
の
必
要
は
国
際
管
轄
と
は
異
別
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
権
利
保
護
の
利
益
は
国
際
管
轄
を
肯
定
す
る
為
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

合
目
的
々
考
慮
の
型
の
中
に
於
い
て
の
み
存
在
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
す
る
マ
テ
ィ
ー
ス
に
反
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
、
ヘ
ル
ダ
リ
ッ
ヒ
の
考
え
方
は
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
考
え
よ
う
に
よ
つ
て
は
矛
盾
を
来
た
す
も
の
と
も
云
い
得
る
で
あ

ろ
う
。

　
し
か
し
、
ヘ
ル
ダ
リ
ッ
ヒ
の
実
効
性
に
関
す
る
見
解
で
注
目
す
べ
き
は
、
実
効
性
の
考
慮
の
体
系
的
位
置
づ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
に
関
し

て
で
あ
る
。
即
ち
、
「
最
少
限
の
部
分
的
な
実
効
性
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
彼
は
ダ
イ
シ
ー
の
実
効
性
の
原
則
に
つ
き
、
そ
れ
は
「
こ
こ
で
扱
つ
て
い
る
裁
判
に
よ
る
保
護
の
実
効
性
の
利
益
よ
り
狭
く
、
も
つ
ば
ら
判
決

の
貫
徹
性
、
特
に
そ
の
執
行
可
能
性
の
み
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
そ
の
原
則
は
執
行
々
為
を
為
し
得
な
い
し
又
必
要
と
も
し
な
い

司
法
作
用
に
つ
い
て
は
役
立
た
な
い
筈
で
あ
る
。
判
決
の
執
行
可
能
性
に
つ
い
て
の
利
益
は
、
実
効
性
の
利
益
の
最
も
重
要
な
場
面
で
は
あ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

同
一
で
は
な
い
の
で
あ
る
．
」
と
述
べ
て
居
る
。

　
こ
こ
に
於
い
て
考
え
ら
れ
て
い
る
実
効
性
は
、
結
局
、
法
廷
地
国
の
裁
判
乃
至
判
決
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
ー
そ
れ
は
、
外
国
に
於
け
る

承
認
が
な
い
限
り
法
廷
地
国
々
内
に
限
定
さ
れ
た
効
果
で
あ
る
が
ー
そ
の
効
果
を
以
つ
て
、
対
象
と
な
つ
た
渉
外
民
事
紛
争
の
解
決
に
何
ら
か
の

資
す
る
所
が
あ
る
事
を
指
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
云
い
変
え
れ
ば
、
裁
判
の
有
す
る
紛
争
解
決
機
能
（
外
国
に
於
け
る
承
認
が
な
い
限
り
国
内
に
限
定

さ
れ
て
い
る
機
能
）
が
、
当
該
渉
外
民
事
紛
争
に
つ
ぎ
全
く
の
無
意
味
で
な
い
場
合
、
実
質
的
解
決
に
資
す
る
可
能
性
あ
る
場
合
に
実
効
性
が
あ

る
、
実
効
性
の
利
益
が
あ
る
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
民
事
訴
訟
制
度
は
各
国
家
主
権
を
背
景
に
成
立
し
て
居
り
、
そ
の
効
果
－
執

行
力
、
形
式
力
、
既
判
力
1
も
各
国
家
主
権
の
限
界
を
伴
つ
て
存
在
す
る
。
外
国
に
於
け
る
判
決
の
承
認
が
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
裁
判
の
効

果
は
国
内
的
に
の
み
生
じ
、
又
国
内
的
に
は
ほ
と
ん
ど
必
ず
生
ず
る
。
そ
の
い
わ
ば
国
内
的
に
限
定
さ
れ
た
効
果
が
当
該
渉
外
民
事
紛
争
の
解
決

に
対
し
、
如
何
な
る
又
ど
の
程
度
の
影
響
を
持
つ
か
を
個
々
の
事
件
に
つ
き
個
別
具
体
的
に
考
え
、
そ
の
得
ら
れ
る
効
果
が
当
面
の
紛
争
解
決
に



資
す
る
所
あ
る
場
合
に
は
、
た
と
え
外
国
に
於
け
る
該
判
決
の
承
認
が
得
ら
れ
な
く
と
も
、
最
少
限
の
部
分
的
な
実
効
性
が
あ
る
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
従
つ
て
、
裁
判
の
対
象
と
な
る
紛
争
の
型
態
に
よ
つ
て
、
あ
る
場
合
に
は
外
国
に
於
け
る
判
決
の
承
認
或
は
執
行
が
な
い
限
り
実
効
性
の

な
い
場
合
も
あ
る
し
、
又
あ
る
場
合
に
は
国
内
的
効
力
の
み
で
限
定
的
実
効
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
こ
の
実
効
性
の
利
益
は
、
無
意
味
な
裁
判
の
回
避
と
原
告
の
事
件
に
つ
い
て
効
果
的
な
裁
判
に
対
す
る
期
待
と
か
ら
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
．

　
従
つ
て
、
ダ
イ
シ
ー
の
実
効
性
の
原
則
と
は
、
そ
の
存
立
基
盤
も
内
容
も
異
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
英
国
法
上
支
持
さ
れ
て
い
る
も
の
と

も
、
そ
の
内
容
に
於
い
て
異
る
。

（
1
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考
察

五
〇

（
九
三
八
）

㊨
　
我
が
国

　
我
が
国
に
於
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
余
り
実
効
性
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
池
原
教
授
は
、
「
裁
判
管
轄
権
を
帰
属
せ
し
め
る
に
当
つ
て
、
そ
の
結
果
え
ら
る
べ
き
判
決
が
執
行
さ
れ
得
る
か
否
か
を
、
即
ち
、
多
く
の
場

合
、
判
決
の
執
行
地
が
何
処
に
あ
る
か
を
考
慮
す
る
事
を
1
勿
論
執
行
の
可
能
性
か
ら
の
み
裁
判
管
轄
の
有
無
を
決
す
る
こ
と
は
本
末
顛
倒
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

つ
て
妥
当
で
な
い
が
1
無
意
味
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
居
ら
れ
、
実
効
性
の
考
慮
を
積
極
的
に
で
は
な
い
が
、
　
一
般
管
轄
権
帰
属

の
要
件
の
一
つ
に
挙
げ
て
居
ら
れ
る
。

　
こ
こ
に
於
い
て
は
、
実
効
性
の
内
容
と
し
て
判
決
の
貫
徹
性
が
考
え
ら
れ
て
居
り
、
一
般
管
轄
権
帰
属
の
要
件
に
加
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
要
件
化
さ
れ
る
の
か
、
如
何
な
る
場
合
に
考
慮
さ
れ
る
の
か
は
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
沢
木
教
授
は
、
「
…
…
執
行
が
担
保
さ
れ
な
い
の
だ
か
ら
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
反
論
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
渉
外
事
件
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

つ
い
て
い
い
う
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
管
轄
権
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
の
で
な
い
限
り
、
考
慮
す
る
必
要
の
な
い
も
の
」
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
し
て
、
判
決
手
続
と
執
行
手
続
と
を
区
別
し
て
管
轄
を
考
え
る
立
場
を
支
持
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
於
い
て
も
、
実
効
性
は
判

決
の
執
行
可
能
性
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
居
り
、
そ
の
上
で
管
轄
要
件
で
は
な
い
と
考
え
て
居
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
を
要
約
す
る
と
、
実
効
性
に
関
す
る
見
解
は
内
容
の
面
か
ら
次
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
ω
　
ダ
イ
シ
ー
の
如
く
、
実
効
性
の
名
の
下
に
自
国
の
主
権
に
よ
る
判
決
の
強
制
の
可
能
性
を
考
え
る
立
場
。

　
③
　
判
決
の
貫
徹
性
ー
自
国
の
主
権
に
よ
る
の
み
で
は
な
く
、
外
国
に
於
け
る
執
行
・
承
認
の
可
能
性
を
も
含
め
て
ー
の
有
無
を
、
実
効
性
の

内
容
と
す
る
立
場
、
チ
ェ
シ
ャ
イ
ア
ー
、
グ
レ
イ
ブ
ソ
ソ
、
ヴ
ァ
ル
ヒ
ス
ヘ
ー
フ
ァ
ー
、
及
び
我
が
国
の
学
説
に
於
い
て
、
実
効
性
乃
至
実
効
性



の
原
則
と
し
て
理
解
さ
れ
て
居
る
内
容
で
あ
り
、
学
説
に
よ
り
、
管
轄
要
件
と
さ
れ
或
い
は
さ
れ
な
い
。

⑥
　
必
ず
し
も
判
決
の
外
国
に
於
け
る
承
認
・
執
行
の
可
能
性
ー
判
決
の
貫
徹
性
ー
が
な
く
と
も
、
当
該
紛
争
に
対
し
、
下
さ
れ
る
判
決
の
内
国

に
於
い
て
持
つ
効
果
が
、
紛
争
解
決
に
有
効
か
否
か
を
考
え
よ
う
と
す
る
立
場
で
、
ヘ
ル
ダ
リ
ヅ
ヒ
に
よ
つ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
考
え
方
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
池
原
「
国
際
私
法
に
於
け
る
裁
判
管
轄
権
と
当
事
者
の
国
籍
」
国
際
法
外
交
雑
誌
四
八
巻
六
号
九
二
頁
。

　
（
2
）
　
沢
木
「
渉
外
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察
」
国
際
法
外
交
雑
誌
五
八
巻
三
号
八
○
頁
。

　
（
3
）
　
沢
木
・
前
掲
論
文
八
二
頁
注
六
。

二
、
実
効
性
の
本
質

　
実
効
性
に
つ
い
て
の
考
慮
と
は
要
す
る
に
裁
判
の
効
果
に
つ
い
て
の
配
慮
を
指
す
も
の
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て

は
明
確
を
欠
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
次
の
二
点
を
中
心
に
考
察
を
試
み
る
事
に
よ
つ
て
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

e
　
実
効
性
の
内
容
、
こ
れ
は
即
ち
、
裁
判
の
効
果
の
名
の
下
に
何
を
理
解
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
⇔
　
実
効
性
の
考
慮
と
い
う
要
素
の
法
的

な
位
置
づ
け
、
性
格
づ
け
の
間
題
。

O
　
実
効
性
の
内
容

　
実
効
性
の
内
容
に
つ
き
、
判
決
内
容
の
実
現
可
能
性
即
ち
判
決
が
現
実
に
強
制
力
を
持
ち
う
る
か
否
か
を
中
心
に
考
え
る
立
場
は
、
そ
の
淵
源
を

ダ
イ
シ
ー
に
求
め
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
ダ
イ
シ
1
に
あ
つ
て
は
、
先
に
述
べ
た
如
く
実
効
性
の
原
則
は
彼
の
独
自
な
主
権
主
義

的
管
轄
権
理
解
と
結
び
つ
い
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
実
際
的
考
慮
か
ら
要
件
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
内
国
に
給
付
の
目

的
た
る
財
産
が
存
在
し
な
い
場
合
に
そ
の
財
産
に
つ
い
て
の
引
渡
請
求
訴
訟
の
管
轄
権
が
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
目
的
財
産
に
対
し
国

家
が
強
制
力
を
行
使
し
得
る
権
限
を
持
た
な
い
か
ら
判
決
を
為
七
得
な
い
の
で
あ
つ
て
、
判
決
を
し
て
も
実
際
的
に
意
味
が
な
い
か
ら
管
轄
権
行

　
　
　
所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
（
九
三
九
）



　
　
　
所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
（
九
四
〇
）

使
を
自
制
す
る
と
い
う
実
際
的
考
慮
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
ダ
イ
シ
ー
の
管
轄
権
理
論
が
現
在
の
状
況
に
於
い
て
理
論

的
に
破
綻
を
来
た
す
事
は
前
述
の
モ
リ
ス
の
批
判
に
照
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
従
つ
て
、
現
在
に
於
い
て
は
、
実
効
性
の
考
慮
は
決
し
て
管
轄
権

が
主
権
原
則
か
ら
演
繹
さ
れ
る
結
果
の
必
然
的
原
則
と
し
て
で
は
な
く
、
実
際
的
・
現
実
的
要
請
か
ら
す
る
考
慮
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
判
決
が
現
実
に
当
該
紛
争
の
解
決
に
と
つ
て
無
意
味
た
る
事
を
さ
け
る
為
の
考
慮
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
．
こ
の
よ
う
な

実
際
的
考
慮
か
ら
す
る
限
り
、
判
決
の
承
認
・
執
行
可
能
性
の
み
が
実
効
性
の
内
容
を
な
す
べ
き
も
の
で
な
い
事
は
、
先
に
挙
げ
た
ヘ
ル
ダ
リ
ッ

ヒ
の
例
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
判
決
の
承
認
・
執
行
可
能
性
の
み
を
以
つ
て
実
効
性
の
内
容
と
す
る
考
え
方
は
、
あ
る
国
で
為
さ
れ
た
判

決
が
そ
れ
自
体
と
し
て
有
す
る
法
定
の
効
果
（
既
判
力
・
執
行
力
・
形
成
力
）
が
維
持
さ
れ
得
る
か
否
か
1
判
決
の
貫
徹
性
1
を
間
題
と
す
る
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
、
当
事
者
に
対
す
る
現
実
的
救
済
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
判
決
が
本
来
持
つ
べ
き
効
果
を
お
さ
め

ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
例
え
ば
外
国
に
於
け
る
承
認
の
拒
絶
に
よ
り
効
力
が
内
国
に
限
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
或
は
目
的
財
産
が
内
国
に
存
在
し

な
い
事
に
よ
り
直
接
の
執
行
力
を
行
使
で
き
な
い
と
し
て
も
、
い
わ
ぽ
残
存
す
る
効
力
（
例
え
ば
国
内
に
限
定
さ
れ
た
既
判
力
・
形
成
力
）
を
以
つ
て
紛

争
の
部
分
的
な
解
決
を
図
る
事
が
出
来
、
又
そ
れ
が
当
面
の
当
事
者
の
要
求
で
あ
る
と
す
れ
ほ
、
実
効
性
が
あ
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
、

当
該
判
決
が
現
実
に
有
す
る
効
力
（
最
少
限
に
は
内
国
に
限
定
さ
れ
た
効
力
し
か
も
観
念
的
な
既
判
力
・
形
成
力
及
び
執
行
カ
ー
現
実
に
は
意
味
の
な
い
執
行
可

能
カ
ー
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
が
）
が
当
面
の
紛
争
の
解
決
に
つ
き
実
効
的
で
あ
う
得
る
か
否
か
が
間
題
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
特
定
物
給

付
訴
訟
で
あ
つ
て
目
的
財
産
が
外
国
に
あ
り
且
つ
当
該
外
国
に
於
い
て
我
が
国
判
決
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
、
我
が
国
内
に
於
け
る

時
効
中
断
が
当
面
の
紛
争
当
事
者
に
と
つ
て
意
味
が
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
を
拒
絶
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
実
効
性
の
考
慮
は
そ
の
内
容
と
す
る
所
か
ら
、
事
件
の
具
体
的
な
状
況
、
当
事
者
の
訴
訟
を
為
す
ね
ら
い
、
予
期
さ
れ
る

判
決
の
効
力
等
個
別
具
体
的
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
画
一
化
類
型
化
は
困
難
な
も
の
で
あ
る
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。



⇔
　
実
効
性
の
考
慮
の
法
的
性
格

　
こ
の
よ
う
な
内
容
の
実
効
性
の
考
慮
は
如
何
な
る
性
格
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
は
、
そ
の
実
際
的
考
慮
を
要
請
す
る
根
源
は

何
か
を
探
る
事
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
．

　
既
に
述
べ
た
如
く
、
実
効
性
の
考
慮
は
主
権
原
則
か
ら
演
繹
さ
れ
る
要
請
で
は
な
く
、
裁
判
所
に
と
つ
て
も
当
事
者
に
と
つ
て
も
無
意
味
な
労

力
を
避
け
る
と
い
う
「
実
際
的
な
考
慮
」
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
考
慮
は
当
該
国
家
が
裁
判
を
為
す
べ
き
や
否
や
を

決
定
す
る
に
際
し
て
．
も
つ
ぽ
ら
消
極
的
側
面
か
ら
の
考
慮
で
あ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
即
ち
、
例
え
ば
原
告
に
よ
つ
て
何
ら
か
の
管
轄
原
因

を
理
由
と
し
て
提
起
さ
れ
た
訴
に
つ
き
、
裁
判
所
自
ら
、
或
は
被
告
か
ら
の
抗
弁
を
容
れ
て
、
裁
判
が
無
意
味
に
な
る
事
を
理
由
に
裁
判
を
拒
否

す
る
と
云
う
形
で
の
み
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
慮
の
基
礎
に
あ
る
も
の
は
、
即
ち
何
を
以
つ
て
無
意
味
と
考
え
、
何
故

に
そ
れ
を
理
由
に
拒
絶
が
許
さ
れ
る
か
、
そ
の
判
断
の
基
礎
に
あ
る
も
の
は
、
当
事
者
の
主
観
的
利
益
・
意
図
を
客
観
的
に
判
断
・
評
価
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

各
国
が
自
己
の
国
家
制
度
と
し
て
の
民
事
訴
訟
制
度
を
設
営
す
る
底
に
あ
る
国
家
的
利
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
国
家
の
政
策

的
・
具
体
的
利
益
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
国
の
訴
訟
制
度
ー
即
ち
私
的
紛
争
解
決
の
た
め
の
国
家
制
度
ー
の
中
に
内
在
的
に
あ
る
、
そ

の
制
度
の
合
目
的
的
運
用
を
図
る
た
め
に
、
そ
の
制
度
の
利
用
を
許
す
紛
争
を
選
別
す
る
た
め
に
働
い
て
い
る
国
家
的
利
益
乃
至
関
心
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
国
家
的
利
益
乃
至
関
心
は
、
固
有
の
民
事
訴
訟
法
学
の
領
域
に
於
い
て
は
訴
の
利
益
（
権
利
保
護
の
利
益
乃
至
必
要
）
と
云

う
訴
訟
要
件
と
し
て
顕
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
訴
訟
が
実
効
的
で
な
い
ー
実
質
的
に
無
意
味
で
あ
る
1
事
を
理
由
に
そ
の
裁
判
を
拒
絶
す
る
事
が

出
来
る
と
い
う
点
で
、
訴
の
利
益
（
権
利
保
護
の
利
益
）
と
渉
外
訴
訟
管
轄
に
際
し
て
の
実
効
性
の
考
慮
と
は
一
つ
の
源
か
ら
発
し
た
同
質
的
な
要

素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
訴
の
利
益
（
権
利
保
護
の
利
益
乃
至
必
要
）
を
一
言
で
定
義
す
る
と
す
れ
ば
、
「
そ
の
請
求
に
つ
い
て
判
決
を
受
け
る
実
質
的
利
益
乃
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九
四
一
）
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（
3
）

至
必
要
」
と
表
わ
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
渉
外
訴
訟
の
裁
判
の
許
否
を
決
定
す
る
際
に
働
く
実
効
性
の
考
慮
は
、
こ
れ
と
対
比
し
て
表
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
や

せ
ば
、
「
そ
の
請
求
（
渉
外
民
事
訴
訟
に
於
け
る
請
求
）
に
つ
い
て
そ
の
国
の
判
決
を
受
け
る
実
質
的
利
益
乃
至
必
要
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
各
国
の
国
内
的
制
度
と
し
て
の
訴
訟
制
度
は
、
そ
の
制
度
に
内
在
す
る
制
度
目
的
か
ら
す
る
自
己
統
制
的
な
利
益
乃
至
関
心
を
持
つ
て
存
在
す

る
も
の
で
あ
る
。
又
各
国
の
制
度
が
有
す
る
紛
争
解
決
機
能
に
は
各
々
限
界
を
伴
つ
て
居
り
、
あ
る
国
の
裁
判
所
が
下
す
判
決
は
原
則
と
し
て
、

そ
れ
が
主
権
を
背
景
と
し
て
初
め
て
強
制
力
を
持
つ
事
か
ら
外
国
に
於
け
る
承
認
が
な
い
限
り
属
地
的
に
し
か
効
果
を
表
わ
し
得
な
い
と
い
う
限

界
を
持
つ
て
い
る
。
従
つ
て
、
そ
の
限
定
さ
れ
た
裁
判
の
効
果
（
判
決
の
効
力
）
が
果
し
て
提
起
さ
れ
た
当
該
渉
外
民
事
訴
訟
に
つ
き
実
質
的
・

現
実
的
に
効
果
が
あ
る
の
か
否
か
、
逆
に
云
え
ば
当
事
者
は
そ
の
国
の
訴
訟
制
度
に
よ
る
裁
判
を
利
用
す
る
実
質
的
利
益
乃
至
必
要
を
も
つ
の
か

否
か
の
問
題
が
、
そ
の
国
の
訴
訟
制
度
設
営
の
目
的
に
照
し
て
、
そ
の
裁
判
の
許
否
の
問
題
と
し
て
問
わ
れ
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
か

よ
う
に
し
て
、
実
効
性
の
考
慮
は
、
渉
外
民
事
訴
訟
の
裁
判
に
際
し
て
、
担
当
す
る
各
国
の
裁
判
所
に
よ
り
、
そ
の
国
の
訴
訟
制
度
設
置
の
或
は

合
理
的
運
営
の
た
め
の
国
家
的
利
益
乃
至
関
心
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
許
否
を
決
定
す
る
要
件
と
し
て
定
立
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
こ
の
よ
う
な
実
効
性
の
考
慮
は
、
基
本
的
に
は
「
国
際
社
会
乃
至
世
界
社
会
に
い
ま
だ
固
有
の
民
事
裁
判
の
機
関
は
存
在
」
し
な
い
結
果
、
各

国
の
国
内
機
関
た
る
裁
判
機
関
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
生
ず
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
1
）
矩
亀
魯
筈
驚
婁
＞
こ
費
鉾
ρ
の
8
0。
は
、
実
効
性
の
内
容
を
判
決
の
執
行
可
能
性
に
置
き
、
「
内
国
判
決
の
外
国
に
お
け
る
承
認
は
国
家
的
な
利
益
に
関
す
る
も
の
」
で
あ

　
　
る
と
し
て
い
る
が
、
判
決
の
貫
徹
性
そ
れ
自
体
は
何
ら
判
決
国
の
国
家
的
関
心
の
対
象
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
紛
争
の
実
質
的
解
決
に
必
要
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
初
め
て
そ
の
関

　
　
心
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
三
ケ
月
民
事
訴
訟
法
（
法
律
学
全
集
）
五
九
頁
。

　
（
3
）
　
伊
東
「
権
利
保
護
の
利
益
」
民
事
訴
訟
法
演
習
－
二
五
〇
頁
。

　
（
4
）
　
池
原
・
前
掲
・
国
際
法
外
交
雑
誌
四
八
巻
六
号
九
〇
頁
。



　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
実
効
性
と
国
際
裁
判
管
轄
権
と
の
関
係

　
こ
の
よ
う
な
実
効
性
の
考
慮
は
、
国
際
裁
判
管
轄
権
の
間
題
に
於
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
又
如
何
に
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

か
、
そ
れ
は
裁
判
管
轄
権
の
要
件
で
あ
る
の
か
。

　
こ
の
問
に
対
し
て
答
え
る
前
提
と
し
て
、
裁
判
管
轄
権
と
は
何
で
あ
る
の
か
が
ま
ず
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
つ
て
、
以
下
で
は
ま

ず
当
面
の
問
題
に
関
係
す
る
限
度
で
裁
判
管
轄
権
に
関
し
理
論
的
概
観
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
　
国
際
裁
判
管
轄
権
学
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
裁
判
管
轄
権
の
問
題
の
基
本
的
な
性
格
づ
け
に
つ
い
て
従
来
か
ら
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
考
え
方
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
仮
に
、
O

主
権
説
、
⇔
管
轄
分
配
説
と
名
づ
け
る
事
と
す
る
。

ω
　
主
権
説

　
こ
れ
は
、
渉
外
的
私
法
事
件
が
あ
る
国
に
よ
り
裁
判
さ
れ
る
べ
き
や
否
や
の
決
定
は
、
そ
の
国
の
司
法
権
の
限
界
を
決
定
す
る
問
題
で
あ
り
、

従
つ
て
所
謂
主
権
原
則
か
ら
演
繹
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
を
総
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
立
場
に
あ
つ
て
は
多
く
裁
判

権
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
。
即
ち
、
直
接
的
に
は
、
裁
判
権
の
行
使
限
界
の
決
定
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
あ
る
見
解
で
は
、
裁
判
権
と
は
国
家
主
権
の
一
分
岐
で
あ
り
、
そ
の
行
使
限
界
も
主
権
原
則
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
（
2
）

あ
る
判
例
は
離
婚
の
裁
判
管
轄
権
に
つ
ぎ
、
「
原
告
に
於
い
て
、
被
告
に
義
務
の
履
行
を
求
め
．
そ
の
履
行
が
な
い
と
き
は
判
決
に
よ
つ
て
そ
の

履
行
を
強
制
す
る
と
い
う
よ
う
な
性
質
の
訴
で
あ
れ
ば
、
被
告
に
日
本
国
の
主
権
が
及
ば
な
い
限
り
そ
の
履
行
の
強
制
が
出
来
な
い
か
ら
、
そ
の

　
　
　
所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
九
四
三
）



　
　
　
所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
九
四
四
）

よ
う
な
訴
に
於
て
は
、
被
告
に
日
本
国
の
主
権
が
及
ぽ
な
い
限
り
日
本
国
の
裁
判
所
は
そ
の
裁
判
権
を
行
使
し
え
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
…
…
離

婚
の
訴
に
つ
い
て
は
、
被
告
に
日
本
国
の
主
権
が
及
ぶ
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
と
云
う
べ
く
、
従
つ
て
原
告
に
日
本
国
の
主
権
が
及
ぶ
限
り
、
被

告
に
日
本
国
の
主
権
が
及
ば
な
く
と
も
、
日
本
国
の
裁
判
所
は
離
婚
の
訴
に
つ
い
て
、
そ
の
裁
判
権
を
行
使
し
得
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
…
…
』
と
論
じ
て
い
る
。

　
又
、
先
に
述
べ
た
如
く
ダ
イ
シ
ー
の
管
轄
権
理
論
も
基
本
的
に
は
こ
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
管
轄
権
の
間
題
を
国
家
主
権
の
司
法
権
限

に
関
す
る
問
題
と
し
な
が
ら
も
、
対
人
・
領
土
主
権
と
い
う
観
念
的
概
念
を
媒
介
と
せ
ず
に
、
主
権
の
現
実
の
強
制
権
力
及
び
当
事
者
に
対
す
る
主

権
行
使
の
前
提
た
る
服
従
と
を
媒
介
と
し
て
管
轄
権
を
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
者
の
違
い
は
、
実
際
的
に
は
管
轄
権
が
許
容
さ
れ
る
範
囲
が

か
な
り
大
き
く
違
う
で
あ
ろ
う
が
、
理
論
的
に
は
主
権
の
捉
え
方
が
違
う
に
過
ぎ
な
い
．
即
ち
、
一
方
は
国
際
法
上
の
対
人
・
領
土
主
権
を
考
え
る

に
対
し
、
他
方
は
現
実
的
強
制
権
力
と
し
て
の
主
権
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
主
権
・
裁
判
権
を
以
つ
て
我
が
国
の
裁
判
管
轄
権
の
有
無
を
考
え
よ
う

と
す
る
立
場
に
対
し
て
、
国
家
主
権
の
発
動
が
実
力
的
強
制
的
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
行
使
の
場
は
常
に
自
国
の
領
土
内
に
限
定
さ
れ
る
が
、
し
か

し
主
権
の
発
動
が
観
念
的
に
と
ど
ま
る
に
す
ぎ
な
い
時
は
主
権
の
発
動
は
自
由
で
あ
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
従
つ
て
原
理
的
に
は
、
外
国
に
居
る
外

国
人
の
事
件
に
つ
い
て
も
民
事
裁
判
は
ー
し
よ
う
と
思
え
ば
ー
で
き
る
の
で
あ
り
主
権
理
論
を
以
つ
て
七
て
は
裁
判
権
の
限
界
を
劃
し
得
な
い
と

　
　
（
3
）

い
う
批
判
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
批
判
は
そ
の
ま
ま
、
こ
こ
で
挙
げ
た
二
つ
の
例
に
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
同
じ
く
主
権
に
よ
り
訴

訟
と
国
家
と
の
結
び
つ
け
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
主
権
の
内
容
に
何
を
考
え
る
か
に
よ
り
、
大
き
く
異
つ
た
理
論
及
び
結
果
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
国
家
主
権
乃
至
主
権
原
則
は
実
は
概
念
と
し
て
不
明
確
な
も
の
と
云
い
う
る
で
あ
ろ
う
．
対
人
乃
至
領
土
主
権
と
い
う
概
念
の
意

味
は
国
際
公
法
上
の
国
家
の
権
限
領
域
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
有
用
で
あ
る
と
し
て
も
、
如
何
な
る
場
合
に
裁
判
を
為
す
の
が
妥
当
で
あ
る
か
を

決
定
す
る
に
は
不
適
当
な
概
念
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
あ
る
国
家
と
あ
る
渉
外
私
法
事
件
の
種
々
の
要
素
と
の
間
に
主
権
が
及
ぶ
及
ば
な
い

と
い
う
様
々
な
関
係
が
想
定
さ
れ
る
の
鐙
あ
り
、
原
告
・
被
告
・
訴
訟
目
的
物
等
々
に
つ
き
各
々
対
人
主
権
な
り
領
土
主
権
な
り
が
、
あ
る
い
は



及
び
あ
る
い
は
及
ん
で
い
な
い
と
い
う
状
況
が
通
常
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
つ
て
、
主
権
が
及
ぶ
及
ば
な
い
と
い
う
事
実
は
裁
判
実
施
の
当

否
判
断
の
基
礎
た
る
事
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
決
定
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
主
権
が
事
件
に
如
何
に
及
ん
で
い
る
か
と
い
う
関
連
ー

原
告
に
対
し
て
か
被
告
に
対
し
て
か
等
の
ー
は
複
数
存
在
し
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
関
連
の
中
で
何
を
以
つ
て
そ
の
事
件
を
当
該
国
家
に
結
び

つ
け
る
の
が
妥
当
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
あ
る
場
合
は
被
告
に
対
し
領
土
主
権
が
（
被
告
の
住
所
が
内
国
に
あ
る
事
）
、
又
あ
る
場
合
に
は

訴
訟
の
物
的
構
成
要
素
の
あ
る
も
の
に
領
土
主
権
が
（
そ
の
も
の
の
内
国
で
の
所
在
）
及
ん
で
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
、
ま
さ
に

裁
判
管
轄
権
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
所
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
様
々
の
関
連
の
中
の
何
を
以
つ
て
あ
る
国
の
裁
判
と
事
件
と
を

結
び
つ
け
る
か
と
い
う
判
断
の
基
準
に
な
る
の
は
、
裁
判
の
公
正
・
公
平
と
い
う
訴
訟
が
か
く
あ
る
べ
し
と
す
る
理
念
で
は
な
か
ろ
う
か
．
従
つ

て
、
単
に
主
権
原
則
か
ら
の
演
繹
と
い
う
事
は
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ω
　
管
轄
分
配
説

　
こ
の
立
場
は
、
我
が
国
の
国
際
私
法
学
に
於
け
る
通
説
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
池
原
教
授
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
「
私
法
的
国
際
交
通

の
安
全
保
障
を
目
的
と
す
る
国
際
民
事
訴
訟
法
制
度
の
存
在
を
、
従
つ
て
、
国
際
私
法
的
事
件
（
私
人
対
私
人
）
の
裁
判
を
担
当
す
る
所
の
裁
判

機
関
1
そ
れ
は
通
常
各
国
の
国
家
機
関
た
る
裁
判
所
で
あ
る
と
し
て
も
1
及
び
、
そ
れ
等
の
間
に
国
際
民
事
訴
訟
法
の
理
念
に
従
つ
て
国
際
私
法

的
事
件
の
裁
判
管
轄
を
分
配
す
る
所
の
国
際
的
な
規
範
1
そ
れ
は
通
常
各
国
の
国
内
法
た
る
形
式
を
と
る
国
際
民
事
訴
訟
法
的
規
定
で
あ
る
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
も
ー
の
存
在
を
認
め
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て
国
際
民
事
訴
訟
法
は
、
「
国
際
私
法
と
同
じ
く
、
多
く
の
場
合
国
内
法
の
形
式
を

と
つ
て
は
い
る
が
、
あ
る
特
定
国
家
又
は
国
民
の
利
益
の
保
護
を
目
的
と
す
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
国
際
条
約
の
形
式
を
と
つ
て
い
る
場
合
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

主
権
対
主
権
の
衝
突
の
調
整
を
任
務
と
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
は
な
」
く
「
世
界
民
事
訴
訟
法
と
も
い
う
べ
ぎ
性
格
を
有
す
る
．
」
又
、
こ
の

よ
う
な
国
際
民
事
訴
訟
法
は
、
次
の
よ
う
な
事
を
目
的
と
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
「
係
争
事
件
に
つ
い
て
の
事
実
の
認
定
が
正
確
で
あ

　
　
　
所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
九
四
五
）



　
　
　
所
謂
、
「
実
効
性
の
原
則
」
ど
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
哺
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
九
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

り
、
法
の
適
用
が
妥
当
で
あ
る
事
」
、
「
訴
訟
に
つ
き
利
害
関
係
を
有
す
る
個
人
を
能
う
限
り
平
等
に
待
遇
し
て
、
夫
々
に
利
益
主
張
の
機
会
を
与

　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

え
る
事
」
、
「
私
法
秩
序
の
実
効
性
の
効
果
的
な
保
障
と
い
う
任
務
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
迅
速
且
つ
経
済
的
に
」
訴
訟
が
行
な
わ
れ
る
事
、
で

あ
る
。
　
「
而
し
て
、
こ
の
よ
う
な
点
に
於
い
て
は
、
国
内
民
事
訴
訟
法
と
国
際
民
事
訴
訟
法
た
る
と
で
異
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
併
し
な
が

ら
、
こ
れ
等
の
適
正
・
公
平
・
迅
速
経
済
等
の
目
的
観
念
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
に
至
つ
て
は
、
国
内
社
会
に
於
け
る
と
、
国
際
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

会
に
於
け
る
と
に
よ
り
、
自
ら
異
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
裁
判
管
轄
権
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
民
事
訴
訟
法
上
の
訴
訟
要
件
で
あ
る
。

「
即
ち
世
界
各
国
の
裁
判
所
の
間
の
事
務
分
配
法
則
を
予
定
し
た
上
で
自
国
の
裁
判
所
が
、
如
何
な
る
要
件
を
備
え
た
と
ぎ
に
、
訴
を
受
理
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
も
の
と
す
る
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
こ
の
国
際
民
事
訴
訟
法
の
任
務
」
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
「
裁
判
管
轄
権
と
は
国
際
的
な
場
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

土
地
管
轄
の
問
題
に
外
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
あ
る
渉
外
私
法
事
件
に
つ
き
自
国
が
裁
判
を
為
す
べ
ぎ
や
否
や
の
決
定
は
、
国
際
的
な
場
に
お
け
る
土
地
管
轄
の
分
配
・
決
定
の

問
題
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
最
も
妥
当
な
国
家
を
決
定
す
る
事
を
目
的
と
す
る
国
際
民
事
訴
訟
法
に
よ
り
、
そ
の
理
念
に
従
つ
て
自
国
の

裁
判
管
轄
権
の
存
否
が
決
定
さ
れ
る
事
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
特
別
な
訴
訟
法
に
於
け
る
訴
訟
要
件
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
考
え
方
の
特
徴
乃
至
功
績
は
、
裁
判
管
轄
権
の
間
題
を
主
権
概
念
－
通
常
そ
れ
は
裁
判
権
と
い
う
概
念
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
の
だ
が
ー
か

ら
解
放
し
た
事
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
於
い
て
初
め
て
、
裁
判
管
轄
の
問
題
が
訴
訟
法
的
理
念
に
従
つ
て
解
決
さ
れ
る
契
機
を
持
つ
た
事
で
あ
る
。

即
ち
、
あ
る
渉
外
的
私
法
事
件
に
つ
い
て
あ
る
国
の
訴
訟
機
関
が
裁
判
を
担
当
す
る
1
裁
判
管
轄
権
を
取
得
す
る
ー
と
い
う
事
実
を
そ
の
国
の
国

家
主
権
概
念
か
ら
考
察
し
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
管
轄
と
い
う
概
念
そ
れ
自
体
が
示
す
如
く
合
理
的
な
国
際
間
に
於
け
る
分
担
と
い
う
側
面
か

ら
考
え
、
そ
の
分
配
の
理
念
と
し
て
訴
訟
法
的
正
義
の
理
念
、
即
ち
公
正
正
確
な
裁
判
、
当
事
者
の
公
平
、
訴
訟
の
迅
速
、
当
事
者
の
便
宜
等
を

据
え
た
事
で
あ
る
。
こ
の
限
り
に
於
い
て
管
轄
分
配
説
は
全
く
正
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
状
況
に
於
い
て
は
、
国
際
社
会
は
固
有
の
訴
訟
制
度
を
持
つ
て
お
ら
ず
各
国
の
国
内
訴
訟
制
度
を
利
用
し
な
け
れ
ば



な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
管
轄
権
の
指
定
は
、
単
に
指
定
さ
れ
た
外
国
法
の
適
用
と
云
う
い
わ
ば
観
念
的
な
行
為
を
結
果
す
る
の
と
は
異

り
、
裁
判
と
云
う
一
国
の
主
権
作
用
と
し
て
行
な
わ
れ
る
現
実
的
・
具
体
的
な
種
々
の
強
行
法
的
規
律
を
伴
つ
た
行
為
、
そ
し
て
そ
れ
自
体
に
既

に
制
度
的
理
念
を
内
包
し
て
居
る
現
実
の
国
家
作
用
を
結
果
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
つ
て
そ
こ
に
各
国
の
国
内
訴
訟
制
度
が
そ
の
国
の
主
権
に
よ

り
営
ま
れ
、
そ
の
国
の
国
内
制
度
と
し
て
営
為
さ
れ
て
居
る
事
か
ら
生
ず
る
制
約
乃
至
限
界
が
存
在
す
る
事
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
こ
の
制
約
乃
至
限
界
は
、
国
境
を
越
え
た
国
際
的
な
場
で
の
理
想
的
な
管
轄
権
分
配
に
際
し
て
〕
国
家
的
（
国
際
的
に
対
す
る
意
味
で

で
あ
る
が
）
制
約
と
し
て
国
際
主
義
的
理
想
に
対
し
現
実
的
に
負
の
方
向
に
働
く
要
素
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
を
考
慮
す
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ら
ば
、
管
轄
分
配
即
ち
管
轄
国
指
定
は
理
論
的
に
狭
義
の
国
際
私
法
と
直
ち
に
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
事
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
現
在
の

管
轄
分
配
説
が
こ
の
制
約
乃
至
限
定
要
素
を
、
そ
の
国
際
民
事
訴
訟
法
理
論
の
中
に
ど
の
よ
う
に
評
価
し
取
り
込
ん
で
居
る
か
に
つ
い
て
疑
問
を

持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
池
原
教
授
は
、
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
理
論
的
検
討
の
便
か
ら
二
つ
に
限
つ
た
。
池
原
・
前
掲
・
国
際
法
外
交
雑
誌
四
八
巻
六
号
八
六
頁
以
下
。

　
（
2
）
引
用
判
例
は
、
東
京
地
判
昭
和
二
九
年
九
月
二
八
日
、
下
級
民
集
五
巻
九
号
一
六
四
〇
頁
、
他
に
同
様
の
趣
旨
の
も
の
と
し
て
長
崎
地
判
昭
和
一
三
年
二
月
九
日
、
下
級
民
集

　
　
七
巻
二
号
三
〇
〇
頁
、
京
都
地
判
昭
和
三
三
年
九
月
八
日
、
下
級
民
集
九
巻
九
号
一
八
○
八
頁
、
東
京
地
判
年
月
不
明
、
判
タ
四
五
号
四
五
頁
が
あ
る
。

　
（
3
）
　
海
老
沢
「
国
際
離
婚
法
三
題
」
久
保
先
生
遠
暦
記
念
論
文
集
「
国
際
私
法
の
基
本
間
題
」
三
〇
六
頁
。

　
（
4
）
池
原
・
前
掲
・
国
際
法
外
交
雑
誌
四
八
巻
六
号
八
七
頁
。

　
（
5
）
　
池
原
・
同
前
・
八
九
頁
。

　
（
6
）
（
7
）
（
8
）
（
9
）
　
池
原
・
同
前
・
八
九
頁
ー
九
〇
頁
。

　
（
1
0
）
沢
木
・
前
掲
・
国
際
法
外
交
雑
誌
五
八
巻
三
号
七
八
頁
。

　
（
n
）
（
1
2
）
　
沢
木
・
同
前
・
同
頁
。

　
（
13
）
　
沢
木
・
同
前
・
七
一
頁
、
七
五
頁
註
五
。

⇔
　
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察

所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察

五
九

（
九
四
七
）



　
　
　
所
謂
「
実
効
性
の
原
則
」
と
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
（
九
四
八
）

　
裁
判
管
轄
権
の
間
題
は
、
結
局
我
が
国
の
裁
判
権
を
及
ぽ
し
得
る
範
囲
を
劃
定
す
る
問
題
で
あ
る
。
裁
判
権
と
は
抽
象
的
に
我
が
国
の
訴
訟
法

に
則
つ
て
我
が
国
の
主
権
作
用
と
し
て
裁
判
を
行
う
権
利
で
あ
り
、
裁
判
管
轄
権
と
は
そ
の
裁
判
権
行
債
を
正
当
化
す
る
諸
要
件
の
一
つ
で
あ

（
1
）る
。
国
内
的
管
轄
権
は
国
内
裁
判
所
間
の
事
務
分
掌
規
律
上
の
裁
判
権
行
使
の
要
件
で
あ
る
の
に
対
し
、
裁
判
管
轄
権
（
国
際
的
裁
判
管
轄
権
、
一

般
管
轄
権
）
は
我
が
国
全
体
と
し
て
の
裁
判
権
の
行
使
範
囲
を
決
定
す
る
要
件
で
あ
る
。

裁
判
権
と
裁
判
管
轄
権
と
は
同
一
概
念
で
は
な
い
。
裁

判
管
轄
権
が
な
い
か
ら
我
が
国
の
裁
判
権
が
行
使
さ
れ
な
い
と
云
う
場
合
、
明
ら
か
に
両
者
は
別
個
の
概
念
で
あ
る
。
即
ち
、
行
使
す
る
権
限
そ

れ
自
体
と
権
限
行
使
が
正
当
化
さ
れ
許
容
さ
れ
る
要
件
と
が
違
つ
て
い
る
如
く
異
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
要
件
と
し
て
の
性
格
は
、
裁
判
権
・

司
法
権
と
い
う
権
限
の
内
在
的
性
格
・
本
質
か
ら
生
ず
る
制
約
的
要
件
で
は
な
く
、
権
限
の
目
的
と
す
る
所
に
従
つ
て
正
し
く
権
限
を
行
使
せ
し

め
る
為
に
合
目
的
的
に
設
定
さ
れ
る
要
件
で
あ
る
。
云
い
換
え
れ
ぽ
、
裁
判
権
の
行
使
（
裁
判
を
行
う
事
）
を
正
当
化
し
許
容
す
る
、
裁
判
権
そ
れ

自
体
の
内
在
的
本
質
か
ら
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
、
合
目
的
的
に
外
在
的
に
設
定
さ
れ
た
要
件
が
裁
判
管
轄
権
で
あ
る
。

　
裁
判
権
の
行
使
範
囲
の
決
定
（
裁
判
管
轄
権
存
否
の
決
定
）
は
理
論
上
そ
の
国
が
自
ら
自
由
に
決
定
で
き
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ

そ
規
則
に
よ
る
合
理
的
制
約
が
論
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
如
何
に
し
て
決
定
す
る
か
に
つ
い
て
、
既
に
見
た
如
く
、
主
権
概
念
か

ら
演
繹
す
る
立
場
、
国
際
民
事
訴
訟
法
に
於
て
合
理
的
な
分
配
的
理
念
に
基
い
て
決
定
す
る
立
場
が
存
在
す
る
。

　
主
権
原
則
か
ら
演
繹
す
る
見
解
は
、
渉
外
私
法
事
件
と
あ
る
国
家
と
の
主
権
的
関
連
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
如
何
な
る
関
連
が
そ
の
国

に
裁
判
を
為
す
事
を
正
当
化
し
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
判
断
・
評
価
を
包
含
し
な
い
が
故
に
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
論
と
し
て
不
適

格
で
あ
る
。
又
、
主
権
の
強
制
力
を
評
価
基
準
と
す
る
立
場
は
、
渉
外
民
事
訴
訟
も
裁
判
た
る
点
に
於
い
て
純
内
国
的
訴
訟
と
変
わ
る
も
の
で
は

な
く
、
従
つ
て
そ
れ
と
同
様
に
公
正
・
公
平
・
便
宜
等
の
裁
判
の
理
念
に
照
し
て
の
適
・
不
適
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
ず
、

そ
れ
ら
を
判
断
・
評
価
す
る
契
機
を
持
ち
得
な
い
点
で
、
妥
当
で
は
な
い
。

　
管
轄
分
配
説
は
、
裁
判
管
轄
権
の
問
題
を
主
権
概
念
か
ら
解
放
し
、
正
し
く
も
問
題
が
、
訴
訟
法
的
理
念
に
よ
つ
て
解
決
さ
る
べ
き
事
を
示
し



た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
渉
外
民
事
訴
訟
に
固
有
な
国
際
的
な
訴
訟
制
度
が
存
在
し
な
い
為
に
、
各
国
の
国
内
訴
訟
制
度
を
利
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
か
ら
生
ず
る
、
各
国
国
内
訴
訟
制
度
が
有
す
る
渉
外
私
法
事
件
に
対
す
る
紛
争
解
決
機
能
に
於
け
る
制
約
t
そ
れ
は
基
本
的
に
は

各
国
国
内
訴
訟
制
度
が
各
国
の
主
権
作
用
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
事
か
ら
生
じ
、
現
実
的
に
は
各
国
訴
訟
制
度
間
の
国
際
的
な
協
力
互
助
関
係
が

充
全
で
な
い
事
か
ら
生
ず
る
の
だ
が
ー
の
存
在
を
裁
判
管
轄
権
理
論
の
内
に
、
或
は
国
際
民
事
訴
訟
制
度
理
論
の
内
に
評
価
し
取
り
込
ん
で
い

な
い
と
い
う
欠
点
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
管
轄
分
配
説
が
裁
判
管
轄
権
概
念
を
国
際
主
義
的
な
国
境
を
越
え
た
訴
訟
的
正
義

を
実
現
す
べ
ぎ
も
の
と
正
し
く
も
観
念
し
た
事
か
ら
、
当
然
そ
の
よ
う
な
一
国
の
国
家
的
な
、
国
際
主
義
に
対
し
て
も
訴
訟
的
正
義
の
理
念
に
対

し
て
も
反
対
方
向
を
志
向
す
る
考
慮
を
振
り
捨
て
る
べ
き
事
は
理
論
的
に
は
正
し
い
事
で
は
あ
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
一
方
の
そ
の
現
実
的
制
約

の
考
慮
が
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
必
要
な
事
は
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
．

　
私
は
、
管
轄
分
配
説
が
裁
判
管
轄
権
概
念
の
み
を
以
つ
て
、
我
が
国
が
裁
判
を
為
し
得
る
（
即
ち
裁
判
権
を
行
使
し
う
る
）
全
て
の
要
件
を
評
価

す
べ
き
概
念
と
し
て
い
る
事
に
疑
問
を
持
つ
の
で
あ
る
。
現
状
に
於
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
管
轄
権
の
本
来
の
理
念
と
相
容
れ
な
い
。
即

ち
同
一
平
面
の
考
量
の
問
題
と
な
り
え
な
い
、
栽
判
の
許
容
性
に
つ
い
て
の
要
件
も
存
在
す
る
し
、
又
、
外
国
に
於
け
る
訴
訟
継
続
を
ど
う
評
価

す
る
か
は
ま
だ
不
確
実
で
あ
る
が
、
重
複
起
訴
の
禁
止
ま
で
考
え
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
裁
判
の
許
容
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
必

ず
し
も
管
轄
の
概
念
で
は
包
摂
し
き
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
従
つ
て
、
裁
判
管
轄
権
は
裁
判
権
行
使
の
要
件
の
中
の
一
部
で
は
あ
る
が
全
て
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
ぎ
で
あ
つ
て
、
他
の
要
件
の
存
在
を
認

め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
来
の
管
轄
概
念
ー
訴
訟
的
正
義
の
理
念
に
従
つ
た
分
配
ー
に
包
ま
れ
な
い
も
の
を
、
無
理
に
管
轄
要
件
と
し

て
構
成
せ
ず
に
、
そ
れ
を
別
の
裁
判
権
行
使
の
要
件
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
私
は
裁
判
管
轄
権
は
も
つ
ぽ
ら
国
際
的
な
場
に

お
け
る
本
来
の
管
轄
理
念
に
従
つ
た
分
配
的
要
件
と
し
、
そ
の
他
に
各
国
の
国
家
制
度
と
し
て
の
裁
判
を
行
う
為
の
渉
外
訴
訟
特
有
の
要
件
と

を
、
同
じ
く
裁
判
権
行
使
の
要
件
で
は
あ
る
が
、
性
格
上
別
異
に
取
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
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（
1
）
　
こ
の
「
裁
判
権
」
と
「
裁
判
管
轄
権
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
の
異
同
・
性
格
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
、
私
に
は
、
こ
の
問
題
は
、
一
種
の
定
義
づ
け
の
問

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
本
来
は
、
全
て
の
議
論
の
経
移
を
説
明
し
、
検
討
し
た
上
で
、
自
ら
の
定
義
を
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
の
主
た
る
テ
ー
マ
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
別
の
機
会
を
期
し
、
こ
こ
で
は
、
あ
え
て
独
断
的
と
知
り
つ
つ
、
私
な
り
の
定
義
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
問
題
は
主
と
し
て
、
国
際
法
上
の
裁
判
権
免
除
と
裁
判
管
轄
権
の
欠
敏
と
の
関
係
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
於
い
て
、
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら

扱
つ
た
優
れ
た
考
察
と
し
て
、
沢
木
教
授
の
前
掲
論
文
が
あ
る
、
私
の
こ
こ
で
の
定
義
づ
け
に
よ
れ
ば
一
目
ヨ
■
三
4
は
裁
判
管
轄
権
と
並
ぶ
裁
判
権
行
使
の
要
件
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

㊧
　
実
効
性
の
考
慮
の
位
置
づ
け

　
裁
判
管
轄
権
の
帰
属
を
主
権
原
則
か
ら
演
繹
し
よ
う
と
し
た
主
権
説
の
立
場
に
於
い
て
は
、
実
効
性
に
つ
い
て
の
考
慮
は
特
に
考
慮
す
る
必
要

は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ダ
イ
シ
ー
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
中
の
判
決
の
強
制
可
能
性
の
み
が
管
轄
権
決
定
の
一
大
原
則
と
評
価
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
主
権
説
の
如
く
、
渉
外
訴
訟
に
於
け
呑
手
続
的
な
公
平
・
公
正
等
訴
訟
法
的
理
念
を
考
慮
す
る
外
在
的
裁
判

権
行
使
要
件
と
し
て
の
裁
判
管
轄
権
を
考
慮
す
る
事
な
く
、
も
つ
ぱ
ら
裁
判
権
の
内
在
的
本
質
か
ら
裁
判
管
轄
権
の
存
否
を
考
え
よ
う
と
す
る
立

場
で
は
、
管
轄
帰
属
の
考
察
の
中
に
既
に
実
効
性
の
考
慮
が
（
た
と
え
そ
れ
が
判
決
の
強
制
可
能
性
の
み
と
い
う
狭
い
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
）
包
括

的
に
評
価
さ
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
で
き
る
。
即
ち
、
主
権
説
に
あ
つ
て
は
、
実
効
性
の
考
慮
は
そ
の
管
轄
権
帰
属
の
判
断
の

中
に
包
括
的
忙
な
さ
れ
て
居
た
乏
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
管
轄
分
配
説
に
あ
つ
て
は
、
裁
判
管
轄
権
概
念
を
裁
判
権
そ
れ
自
体
と
区
別
し
、
主
権
概
念
か
ら
解
放
し
て
、
も
つ
ば
ら
訴
訟
に
お

け
る
公
正
・
公
平
・
便
宜
等
の
純
訴
訟
法
的
理
念
に
基
づ
く
合
理
的
帰
属
を
図
る
も
の
と
し
て
、
い
わ
ば
訴
訟
法
的
に
純
化
し
た
結
果
、
裁
判
権

を
行
使
す
る
主
体
の
中
に
制
度
的
内
在
的
に
存
在
す
る
こ
の
実
効
性
に
つ
い
て
の
考
慮
は
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
事
と
な
る
。
管
轄
権
概
念
が
訴
訟

法
的
に
純
化
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
従
つ
て
、
現
象
と
し
て
は
国
際
主
義
的
に
考
え
ら
れ
れ
ば
考
え
ら
れ
る
程
、
実
効
性
の
考
慮
は
裁
判
管
轄
権

と
は
相
容
れ
な
い
要
素
と
し
て
排
斥
さ
れ
る
事
に
な
る
。



　
そ
し
て
管
轄
分
配
的
考
察
が
渉
外
訴
訟
に
於
け
る
正
義
を
貫
く
に
正
し
い
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
以
上
、
そ
れ
は
当
然
あ
る
べ
ぎ
姿
勢
と
思
わ

れ
る
。
何
故
な
ら
ば
実
効
性
の
考
慮
は
他
の
訴
訟
に
於
け
る
公
正
・
公
平
・
便
宜
等
の
要
請
に
基
づ
く
要
件
と
は
ま
つ
た
く
別
異
の
も
の
だ
か
ら

で
あ
る
。
即
ち
既
に
述
べ
た
如
く
、
第
一
に
、
そ
れ
が
本
来
当
該
国
家
の
個
別
的
・
具
体
的
な
裁
判
権
行
使
の
自
己
抑
制
的
考
慮
で
あ
る
点
で
、

公
正
・
公
平
・
便
宜
と
い
う
理
念
に
従
つ
て
の
分
配
と
い
う
観
念
と
矛
盾
す
る
。
即
ち
、
理
念
に
従
つ
て
あ
る
国
家
に
管
轄
権
を
帰
属
さ
せ
る
考

慮
と
そ
の
国
の
側
か
ら
す
る
裁
判
を
拒
絶
す
る
考
慮
を
同
一
平
面
で
考
量
す
る
事
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
、
国
際
的
な
分
配
を
考
え
菌

に
際
し
て
包
括
す
る
事
が
困
難
で
あ
る
事
、
第
二
に
、
管
轄
規
則
と
い
う
も
の
は
、
事
の
性
質
上
当
事
者
の
訴
提
起
等
の
行
為
準
則
た
り
鴛
べ
ぎ

も
の
で
明
確
た
る
事
を
期
す
べ
き
に
拘
ら
ず
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
，
実
効
性
の
考
慮
は
具
体
的
・
個
別
的
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
点
で
、
管
轄

要
件
に
適
し
な
い
。
更
に
、
そ
れ
は
各
国
の
訴
訟
制
度
の
違
い
に
応
じ
て
微
妙
に
違
つ
て
く
る
事
も
考
え
ら
れ
、
一
般
的
原
則
定
立
に
際
し
て
考

慮
さ
れ
る
に
適
し
な
い
。
従
つ
て
、
実
効
性
の
考
慮
は
、
我
が
国
の
国
際
民
事
訴
訟
法
上
は
裁
判
管
轄
権
帰
属
の
要
件
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
効
性
の
考
慮
が
渉
外
私
法
事
件
を
担
当
す
る
各
国
の
国
内
訴
訟
制
度
上
は
必
要
で
あ
る
事
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
我
が
国
民
事
訴
訟
法
も
同
じ
で
あ
る
。
即
ち
、
国
内
訴
訟
に
つ
い
て
も
、
無
意
味
な
実
質
的
利
益
の
な
い
判
決
を
出

さ
な
い
為
の
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
、
同
じ
そ
の
国
の
訴
訟
制
度
に
よ
る
裁
判
で
あ
れ
ば
、
渉
外
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
も
同
じ
種
類
の
考
慮

が
働
く
べ
き
は
当
然
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
権
利
保
護
の
利
益
が
も
つ
ば
ら
国
内
訴
訟
法
上
の
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
効
性
の
考

慮
は
そ
れ
以
前
の
、
現
象
型
態
と
し
て
は
渉
外
訴
訟
特
有
の
型
で
な
さ
れ
る
事
か
ら
、
国
際
民
事
訴
訟
法
も
我
が
国
の
訴
訟
法
体
系
の
一
部
を
為
す

事
を
考
え
て
、
我
が
国
の
国
際
民
事
訴
訟
法
上
の
特
別
な
訴
訟
要
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
渉
外
事
件
に
つ
い
て
我
が
国
が
裁
判
を
為
し
得
る

や
否
や
の
問
題
の
全
て
を
裁
判
管
轄
権
概
念
に
統
一
す
る
事
は
必
要
で
は
な
い
し
又
妥
当
で
も
な
い
。
裁
判
管
轄
権
の
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
も
の

は
、
も
つ
ば
ら
国
際
的
な
場
に
於
け
る
土
地
管
轄
の
分
配
と
い
う
観
念
を
前
提
と
し
た
訴
訟
に
お
け
る
公
正
・
公
平
・
便
宜
等
の
考
量
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
し
、
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
つ
て
、
実
効
性
の
考
慮
は
、
そ
の
性
格
か
ら
云
つ
て
も
管
轄
要
件
で
は
な
い
別
個
の
訴
訟
要
件
で
あ
る
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と
考
え
ら
れ
る
。

　
即
ち
、
我
が
国
が
渉
外
民
事
事
件
に
つ
き
裁
判
を
為
す
為
に
は
裁
判
管
轄
権
と
実
効
性
要
件
（
裁
判
の
実
効
性
）
が
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
前
者

は
純
然
た
る
訴
訟
的
正
義
を
図
る
事
を
目
的
と
す
る
管
轄
分
配
的
観
念
に
従
つ
て
我
が
国
へ
の
裁
判
管
轄
権
帰
属
を
決
定
し
、
後
者
は
為
さ
れ
る

判
決
の
紛
争
解
決
へ
の
影
響
力
の
有
無
か
ら
我
が
国
判
決
が
無
意
味
で
な
い
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
我
が
国
の
裁
判
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
実
効
性
σ
考
慮
を
裁
判
管
轄
権
か
ら
分
別
し
て
考
え
る
事
に
よ
つ
て
の
み
、
裁
判
管
轄
権
理
論
は
よ
り
純
粋
に
国
際
民
事
訴
訟
法

の
理
想
を
生
か
す
事
が
で
き
る
で
あ
6
う
。

　
具
体
的
に
は
、
あ
る
渉
外
私
法
事
件
は
、
純
然
た
る
訴
訟
法
的
正
義
の
理
念
に
従
つ
て
定
め
ら
れ
る
管
轄
要
件
、
即
ち
外
国
に
於
け
る
判
決
の

承
認
・
執
行
可
能
性
等
を
考
慮
し
な
い
で
、
も
つ
ぽ
ら
裁
判
の
公
正
・
公
平
・
迅
速
等
の
要
請
か
ら
設
定
さ
れ
た
要
件
を
充
足
す
る
場
合
に
の
み

我
が
国
は
裁
判
管
轄
権
を
取
得
す
る
、
そ
し
て
事
件
の
実
体
的
判
断
を
行
う
中
で
当
事
者
の
意
図
、
事
件
の
実
際
等
紛
争
の
実
体
を
把
握
し
た
上

で
、
我
が
国
の
判
決
が
そ
の
紛
争
解
決
に
と
つ
て
有
効
か
否
か
、
更
に
事
件
に
よ
つ
て
は
我
が
国
の
判
決
が
必
要
と
さ
れ
る
外
国
に
於
け
る
承
認

或
は
強
制
執
行
が
為
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
、
そ
の
承
認
等
が
無
い
場
合
に
我
が
国
の
判
決
が
紛
争
の
解
決
に
と
つ
て
ど
の
よ
う
な
影
響

を
も
つ
か
等
を
判
断
し
、
我
が
国
が
判
決
を
下
す
事
が
当
該
紛
争
の
解
決
に
と
つ
て
無
意
味
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
我
が
国
訴
訟
制

度
に
よ
る
べ
き
権
利
保
護
の
利
益
又
は
実
効
性
要
件
が
欠
鉄
す
る
と
し
て
訴
訟
を
却
下
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
実
効
性
の
考
慮
乃
至
実
効
性
要
件
は
、
各
国
の
訴
訟
制
度
が
各
々
に
別
個
独
立
し
た
制
度
的
機
能
を
も
つ
て
い
る
事
に
そ
の
原
因

が
存
す
る
の
で
あ
り
、
将
来
に
向
つ
て
、
各
国
家
間
の
訴
訟
制
度
間
の
協
力
互
助
的
関
係
が
濃
密
に
な
れ
ぽ
、
そ
れ
に
応
じ
て
漸
次
減
少
し
て
ゆ

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
は
、
一
九
七
一
年
五
月
の
第
四
四
回
国
際
私
法
学
会
春
季
大
会
に
於
い
て
報
告
し
た
も
の
に
若
干
の
加
筆
を
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。


